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（6）まだまだ、これから SDGs ！
奴間　伸茂＊

持続可能な社会の実現を目指す SDGs

*　塗料塗装技術研究所　代表

１．はじめに
　2021 年夏季号から 1年間、「持続可能な社会の実現
を目指すSDGs」というテーマで執筆の機会をいただ
いた。
　2021年夏季号；
　「（1）まずはSDGsを知り尽くそう《SDGs保存版》」
　2021年秋季号；
　「（2）ビジネスを持続可能にするSDGsを！」
　2022年新年号；
　「（3）塗料・塗装産業分野における取組とは」
　2022年春季号；
「（4）線形経済から循環経済へ～限りある資源の効
率的な利用を～」

　そして前回、2022年夏季号の「（5）さあ、始めよう
SDGs！」を「しめくくり」とするつもりであった。
しかし、カーボンニュートラル達成に向けた先進事例
など、皆さんにお伝えしたいことはまだまだ山ほどあ
る。そのような訳で、この「持続可能な社会の実現を
目指すSDGs」シリーズは当分続けさせていただくこ
ととする。

２．足元の技術のブラッシュアップを！
　このシリーズでは塗料・塗装産業に携わる方々に向
け、SDGsの 17のゴールのうち、ゴール 13を最重要 
ゴールに掲げ執筆してきた。具体的には、カーボン
ニュートラル達成である。

ゴール 13　気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減す
るための緊急対策を講じる

　ゴール 13達成には何といっても、皆さんの足元の
技術を常にブラッシュアップし続けることが不可欠で
ある。つまり、ゴール 9もしっかり達成しなくてはな
らないゴールである。

ゴール 9　産業と技術革新の基盤を作ろう
強靱（レジリエント）なインフ
ラ構築、包摂的かつ持続可能な
産業化の促進及びイノベーショ
ンの推進を図る

　もちろん、ゴール12の「作る責任」は塗料メーカー
が常に意識し、絶対に達成しなければならないゴール
である。

ゴール 12　つくる責任つかう責任
持続可能な生産消費形態を確保
する

　塗料・塗装産業で働く皆さんが、安全で健康的な職
場で将来の生活に希望をもって働き続けることも必達
ゴールである。

ゴール 8　働きがいも経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長
及びすべての人々の完全かつ生
産的な雇用と働きがいのある人
間らしい雇用（ディーセント・
ワーク）を促進する

　2.1　塗料・塗装技術の基礎力の構築を！
　今回は、新入社員、新配属者から中堅・ベテラン社
員、もちろん経営層の皆さんにも不可欠な技術の学習、
ブラッシュアップについて述べたい。

図１ 第 13 回　塗装入門講座　講演予稿集～塗料・塗装技
術のブラッシュアップに最適～
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　塗料・塗装産業に携わる皆さんにお勧めしたいのが
一般社団法人　日本塗装技術協会が毎年開催している
「塗装入門講座」（1）のテキストである（図１）。
　表１に令和 4年度 第 13回 塗装入門講座のプログ
ラムを示す。地球環境と塗料塗装市場の現状から各論
迄一冊にまとまっているので使いやすい。特に、「塗
料・塗膜欠陥について」はお客様からの問い合わせに
大変有用であると毎年好評を博している。「粉体塗料
の特徴と適用法について」、粉体塗料の今後の展開に
ついて詳述されている「一般工業製品の塗装仕様と今
後の塗料動向」は本誌読者の皆さんには是非読んでい
ただきたい。令和4年度の特別講演の一つ「アルミ素
材に対する粉体塗装仕様考察と工業塗装で取組む環境
対応」は前回、本誌 2022 年夏季号でも紹介させてい
ただいた戸﨑産業株式会社 代表取締役 戸﨑 寿人様の
ご講演でありSDGs達成のためのヒント満載である。
　塗装入門講座は来年度も 10月に二日間にわたって
開催される予定である。毎年参加のリピーターもい
らっしゃる。塗料・塗装の基礎技術をブラッシュアッ
プするのに最適な講座である。

　2.2　情報収集を習慣に！
　本誌を愛読なさっている皆さんは日常的に新聞、業
界紙、インターネットなどで情報収集をなさっている
と思う。もし、情報源として（一社）日本塗装技術協
会のホームページ（1）が入っていなければ、今日から
利用していただきたい。
　前節で紹介した「塗装入門講座」の他に、年3回開
催される「講演会」、前年度の好評だった講演を選定
した「アンコール講演会」、「より深く本質的な、日々
の課題にヒントを与えてくれる塗装技術の話を聴き
たい！」そんな会員の熱い声に応えて誕生した「プロ
フェッショナルセミナー」、さらに年一回年度末に開
催される「塗料・塗装研究発表会」など、塗料・塗装
に関わっていらっしゃる皆さんには欠かすことのでき
ない情報源である。

《SDGs達成の具体的なヒント》
　令和 4年 9月 2日に開催された 2022 年度アンコー
ル講演会“「進歩し続ける塗装技術（Ⅲ）」～塗装エン
ジニアリングと環境対応の進化～”で講演されたトヨ
タ自動車の「塗装工業カーボンニュートラル（工場
CN）の取組み」は SDGs達成の具体的なヒントを与
えてくれる（2）。
　講演の中から一部を紹介する。
　2035 年カーボンニュートラル達成に向けて３つ
の方策を推進している。
①日常改善：６つの心得
徹底的な無駄の排除による省エネ
・ヤメル：設備見直し→電気の使用をやめる

日本の伝統技術「からくり」を使った
無動力装置

・トメル：無駄な運転→無駄なポンプを停止する
・ヒロウ：高温の排ガスを捨てている→廃熱を回

収利用
・ナオス：ホースの破れ、漏れ→漏れない素材で

修理
・サゲル：圧力高過ぎ→必要な圧力まで下げる
・カエル：蒸気で加温→ヒートポンプに変更
②ものづくり革新
・塗料ミニマム化：超高塗着エアレス塗装機

塗着効率75％→ 95％
・除湿レスリサイクル空調
・スペースミニマム化：超コンパクト省エネブー
ス

③再エネ・水素
・太陽光発電装置、風力発電装置を工場内に設置
 工場敷地を最大限活用し、再エネを導入してい
る。
・ 太陽光発電装置、風力発電装置を工場外に設置
 他社協業で開発
・工場での水素利用
 水素社会の実現に向けて技術開発、実証試験を
実施中である。
̶廃棄物のガス化、改質反応で水素を作る

表１　第 13 回塗装入門講座　プログラム

演　題 講　師
1 地球環境と塗料塗装市場の現状を学ぼう 元 旭サナック（株）　伊藤　春揮
2 塗料、塗膜の性質と評価方法 元 職業能力開発総合大学校　武井　　昇
3 液体塗料の特徴 塗料塗装技術研究所　奴間　伸茂
4 粉体塗料の特徴と適用法について 関西ペイント（株）　津田　裕久
5 水性塗料、電着塗料について 日本ペイント・オートモーティブ コーティングス（株）　藤田　　健
6 特別講演
自動車塗装工程の概要と課題 トヨタ自動車（株）　青木　貴史

7 塗装前処理の基礎 日本パーカライジング（株）　吉田　誠二
8 塗装機器の基礎と今後の動向 旭サナック（株）　白松憲一郎
9 塗料・塗膜欠陥について 関西ペイント（株）　安原　　誠
10 塗装と安全、衛生、規制 日本工業塗装協同組合連合会　鈴木　　譲
11 特別講演
アルミ素材に対する粉体塗装仕様考察と
工業塗装で取組む環境対応

戸﨑産業（株）　戸﨑　寿人
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̶太陽光由来電気で水を電解し水素を作る
̶水素と酸素を反応させ発電～燃料電池
̶都市ガスに水素を混ぜ燃焼し発電～ガスエン
ジン

̶水素バーナー
 鍛造：型予熱／熱処理炉
 塗装：乾燥炉

３．会社の壁を越えた技術交流を！
　最後に皆さんと是非とも共有したいゴールは“ゴー
ル 17　パートナーシップで目標を達成しよう”であ
る。

持続可能な開発のための実施手
段を強化し、グローバル・パー
トナーシップを活性化する

　前回も述べたが、今、世界中のあらゆる産業分野で
人類の必達課題として「2050 年カーボンニュートラ
ル」が取り組まれている。しかし、その実現は実に難
しい。どんなに巨大な実力のある企業であっても一社
だけでこの課題を達成することは困難である。
　嬉しいことに、この人類共通の課題達成のために、
会社の壁を越えて技術交流を図る動きが盛んになって
いる。もちろん知財権は尊重した上で、実のあるディ
スカッションを重ねることで、互いに学びあい、業界
全体の技術レベルをアップすることが可能になる。
　各社の得意技術を結合することで、単独では創造で
きなかった世界のライバルたちの追従を許さない新技
術が誕生することが期待される。
　さらに業界の壁を越えた動きも出てきた。本田技研
工業（株）とソニーグループ（株）の提携によるモビリ
ティ事業会社設立である（図２）。

《ソニー・ホンダモビリティ株式会社誕生》
　2022 年 06 月 16 日、ソニーグループ株式会社と
本田技研工業株式会社は共同でニュースリリースを
行った（3）。新会社は、高付加価値のエレクトリック・
ビークル（EV）の販売とモビリティ向けサービスの
提供を行う。すなわち、新会社は、Honda の最先端
の環境・安全技術をはじめとするモビリティ開発力、
車体製造技術及びアフターサービス運営の実績と、ソ
ニーが保有するイメージング・センシング、通信、ネッ
トワーク及び各種エンタテインメント技術の開発・運
営の実績を持ち寄り、利用者や環境に寄り添い進化
を続ける新しい時代のモビリティとモビリティ向け
サービスの実現を目指すという。
　自動車業界を変革する CASE（「Connected：コ
ネクテッド」「Autonomous：自動運転」「Shared & 
Service：シェアリング・サービス」「Electric：電動化」）
対応、カーボンニュートラル達成のために極めて有効
な期待できる新会社の誕生である。
　本誌読者の皆さんも引き続き、各々のSDGs達成を
目指していただきたい。

参考文献
 （1） （一社）日本塗装技術協会ホームページ、http://jcot.

or.jp/；各種イベント：http://jcot.or.jp/schedule.
html；塗装入門講座：http://jcot.or.jp/nyumon-r04.
html：予稿集のバックナンバーの購入：http://jcot.
or.jp/yokousyu.html

 （2） 加藤大雄：2022年度アンコール講演会“「進歩し続
ける塗装技術（Ⅲ）」～塗装エンジニアリングと環
境対応の進化～”講演予稿集、（一社）日本塗装技
術協会、p. 67 (2022)

 （3） ソニーグループ株式会社、本田技研工業株式会社、
2022 年 6月 16日ニュースリリース、https://www.
honda.co.jp/news/2022/c220616.html

 （4） ソニー・ホンダモビリティ株式会社、2022年 10月
13 日ニュースリリース、https://www.sony-honda-
mobility.com/ja/

図２ ソニー・ホンダモビリティ株式会社 設立発表会見「多様な知で革新を追求し、人を動かす。」（2022.10.13 ニュースリリー
ス（4））
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国際フロンティア産業メッセ 2022 出展報告

戸﨑　寿人 *

トピックス

* 戸﨑産業株式会社

　2022年 9月 1日、2日に開催されました国際フロン
ティア産業メッセ 2022 に出展させて頂きましたこと
に関しましてご報告させて頂きます。
　本展示会に弊社としまして昨年に引続きの出展と
なっておりますが改めまして本展示会の概要をご説明
させて頂きます。
　この展示会は西日本最大級の産業総合展示会とし
て、2004 年から毎年この時期に兵庫県神戸市の神戸
ポートアイランドにあります神戸国際展示場で開催さ
れております。
　この展示会の開催概要は「企業や大学・研究機関に
よる先端技術の紹介や新事業創出の基盤となる製品展
示を中心に、基調講演、特別講演、各種セミナーや交
流会など多彩なプグラムを展開し、技術交流・ビジネ
スマッチングを進める機会を提供します」となってお
り、主催は国際フロンティア産業メッセ実行委員会と
なっておりますが主導しているのは、兵庫県・神戸市・
（公財）新産業創造研究機構・（公財）ひょうご科学技
術協会・（公財）ひょうご産業活性化センター他等です。
また、同時開催として主に地場銀行各社が取引先会社
にブースを提供して行う展示会も隣の建屋にて行われ
おります。
　本年度の入場者数は 1日目が大雨にも関わらずに約
5,800 人、2日間が約 7,100 人で合計約 12,900 人となり
昨年の約 7.100 人から比べるとコロナ禍が過ぎ去った
ような賑わいで会場内も一時は来場者でごった返すよ
うな状況で、出展社数も昨年の 368社・団体 420小間
から今年は 427社・団体 496小間と増加している状態

でした。
　本展示会の今年の目玉として特別展示の「次世代モ
ビリティ＆ドローン」に沢山の人だかりができており、
特に今話題の空飛ぶ車や無人ヘリコプターが会場正面
に展示され来場者の目をくぎ付けにしておりました。
　戸﨑産業としての出展テーマは「塗装でSDGsに挑
戦」とさせて頂き弊社の戸﨑産業株式会社グリーンプ
ロジェクトを全面に打ち出して環境配慮型塗装である
粉体塗装を積極的にPRさせて頂きました。その他の
展示品ではゴム、合成皮革への塗装によるSDGsを提
案させて頂きました。
　また、昨年に引き続き出展者プレゼンテーションに
エントリーさせて頂き「サステナブル塗装への挑戦」
という題目で戸﨑産業株式会社グリーンプロジェク
トの概要と取組内容を発表させて頂き、約 20名程の

空飛ぶ車

展示会場入り口

無人ヘリコプター
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聴講者で満席近くになるという出展者プレゼンテー
ションの中でもトップクラスの聴講者数でした（昨年
同様に取引関係者ばかりでしたが）。
　弊社ブースへの来訪者からも多くの質問を頂きまし
たが、一番多い質問としては昨年同様に「塗装におけ
るSDGs対応とは？」というSDGsや環境対応につい
てでした。

　特にこの内容についての質問者は、銀行関係・経済
産業省や兵庫県等の官公庁関係者から多く質問され参
考にしたいとメモを取っておられました。また、変わっ
たところでは某大学教授からも研究テーマ―の参考に
したいという様な声を頂きました。
　塗装に関しての引合いとしては、現在の溶剤塗装を
環境対策の粉体塗装に変更を検討しているので相談に
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乗って欲しいという話が2件あり、どちらも某大手電
機メーカー系の会社で自社製品の製造過程での環境負
荷物質低減を検討しているということで粉体塗装の長
所及び短所を説明させて頂き粉体塗装への切替の推奨
を行いました。
　また、偶然にも塗料メーカーの久保考ペイント殿の
ブースが目の前にあったことから塗料の説明に関しま
しても15 kgまたは 3.6 kgから購入できるカラーカー
ド色により小ロット生産対応ができるので少量からで
も粉体塗装の対応ができることを説明し、粉体化への
推進を勧めていきました。
　昨年の出展に於いても塗装の環境対応への関心の高
さは予想以上でしたが、今年はより以上に塗装に対す
る環境対応や粉体塗装に対する期待がより高まってき
ているのを肌で感じた展示会でした。

久保考ペイント殿ブース



13

パウダーコーティング　Vol.22 No. 4

株式会社三王でのワークショップ取組み報告

髙橋　大 *

トピックス

* 株式会社三王　代表取締役

　9/29（木）、9/30（金）、10/3（月）の三日間にわた
り、多摩美術大学CMTEL（シムテル）にて粉体塗装
のワークショップを開催。
　粉体塗装は、地球環境に優しく製造業においては世
界的に長く歴史のある塗装方法であるにもかかわら
ず、工業系やプロダクト系などものづくりに関わる教
育の場においては、残念ながら授業に取り入れている
学校はほとんど無いのが現状。多摩美術大学は、塗装
ガンや塗装ブース、オーブン、コンプレッサなど最小
限の設備が揃っており、粉体塗装の環境が整う数少な
い大学である。
　（株）三王ではかねてより、オープンキャンパスで
のワークショップや学生の作品作りなどで粉体塗装に
よるサポートを行っており多摩美術大学との関係を築

いている。
　CMTELでの前期後期年二回のワークショップは今
年で３年目となった。
　今回のワークショップは、３日間にわたり午前午後
の２回開催、うち１日は海外からの留学生枠とし、延
べ39人もの学生が粉体塗装を体験した。
　粉体塗装の仕組みや採用事例などを解説したのち、
三王のお手軽粉体塗装ガン「コナールショット」と、
ペットボトル入り粉体塗料「チョコナ」を使用しなが
ら使い方をレクチャー。
　これまでは大学側が準備した金属製の雑貨や学生が
持ち込んだ作品などを素材として粉体塗装を行なって
いたが、今回は新たな試みとして、素材にアルミホイ
ルを使用し、各自が自由に造形したものを粉体塗料す

全体

造形
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色選定

はじめて粉体塗装

完成
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電解＋キャンディ シルク粉体塗装

廃粉シリコン型タイル

DIY 設備

る、ということにチャレンジ。
　造形された柔らかなアルミホイルの作品が、焼きあ
がると厚く丈夫な粉体塗膜でコーティングされて形状
が安定し作品を固く守っているような状態になった姿
に、参加者は粉体塗装の塗膜の強度なども体感できた。
　自分で作った形に対しての学生のこだわりも強く、
複数の異なる色やテクスチャーの塗料を重ね塗りした
り、グラデーションしたりなど様々な塗り方を試して
いた。
　今回のアルミホイル造形への粉体塗装を始め、前期
ワークショップで実施された電解マーキング作品＋
キャンディトーン（カラークリア）や、シルクスクリー
ンを利用して粉体２コートで作成した幾何学模様の作
品、シリコン型に廃粉体を入れて作るタイルなど、粉
体塗装ならではの表現力と新たな可能性を学生達の豊
かな発想でさらに広げていくものと感じられる。
　そして、将来的にものづくりやデザインの一役を担
う学生に対し、ワークショップを通じて就学中に粉体
塗装の特徴と意匠性を知ることで、環境に優しい作品
づくりに活かしてもらえることに期待したい。
　（株）三王としては、このような活動を通して学生
たちが塗装という分野に興味を持つことで、将来的な
粉体塗装の発展に少しでも貢献できれば、との思いか
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ら今後も継続して粉体塗装の普及活動を進めていく。

＜CMTEL説明＞
　CMTEL（シムテル）とは、Color（色彩）、Material（材
料）、Trend（傾向）、をExplora-tion（調査）するこ
とによって教員や学生自身が制作物の材料や考え方、
アイデアの糸口を見つけるための多摩美術大学内の
Laboratory（研究室）です。様々な素材や資料が展示、
収蔵されており、素材のワークショップやレクチャー
などのイベントも定期的に開催されている、日本初の
素材研究室。
　（株）三王は 2015年より粉体塗料の素材サンプルと
してペットボトル入り粉体塗料「チョコナ」と、お手
軽粉体塗装ガン「コナールショット」を提供している。

＜ワークショップ概要＞
・ 粉体塗装　ワークショップ
・ 日付：2022 年　9/29（木）、9/30（金）、10/3（月）
の３日間
 各日　午前と午後の２回　合計６回開催
・ 時間：第１回／10：30～ 13：00
  第２回／14：50～ 17：20
・ 人数：各回 4～ 10名　合計 39名
・ 対象：多摩美術大学　各学科在籍学生、院生
 および提携校留学生（Art Center College of Design）
・ 主催：多摩美術大学（八王子キャンパス）
  メディアセンターCMTEL
  〒 192-0375　東京都八王子市鑓水 2-1723
  Tel：042-679-5686（直通）
  Fax：042-679-5615
  cmtel@tamabi.ac.jp
  https://www.tamabi.ac.jp/mc/cmtel/about.htm
  担当者：チャクスエッジ志保氏、伊藤絢香氏
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IPCO〔（一社）国際工業塗装高度化推進会議〕活動報告

髙橋　大 *

トピックス

* IPCO副理事長、当協会理事

　平素は当社団へのご理解、ご協力を賜り誌上をお借
りして厚く御礼申し上げます。一般社団法人国際工業
塗装高度化推進会議（以下 IPCO）は、環境問題をは
じめとして工業塗装に数多く立ちはだかる諸問題を解
決するべく 2007 年に立ち上げた「工業塗装高度化協
議会」を前身とし、2017 年 10月に一般社団法人化し
現在に至ります。
　IPCOは、前年度に引き続き今年度もリアル・オン
ラインを併用したハイブリッド形式で活発な活動を
行っています。今年度は、直面している課題に対し、
新たにチャレンジテーマを設定し、継続事業とともに、
工業塗装の高度化に向けて業界を横断化した取り組み
を推進しています。今回はその活動の一端をご紹介し
ます。

１．継続事業
（1）合同会議、IPCO STUDY
定期的に開催し、講演及び講習により会員間の情
報共有とスキルアップ推進を図ります。

（2）IPCOポスター作成
昨年に引き続き工業塗装現場での注意喚起用に
IPCOポスターの新版を作成します。

（3）コーティングジャパン内での塗装セミナー
関東・関西で開催される塗料・塗装の展示会「コー
ティングジャパン」内での講演会を継続し、IPCO
の活動を業界内外へPRします。

（4）第３回 IPCOカンファレンス準備
コロナ禍で開催休止していましたが、再開を目指
して準備を進めます。

（5）受発信基地としての情報力アップ
HP、Facebook、Twitter などを通して情報発信を
行います。

２．チャレンジテーマ
（1）コーティング・コンソーシアム
日塗工、CEMAとともに「コーティング・コンソー
シアム」を設立し、当面は下記２テーマを中心に、
業界横断的に工業塗装の諸問題の解決を図ります。
・ カーボンニュートラル実現に向け、LCA手法を
用いたGHG排出量の算定及び把握
・ 塗料及び塗装業界の次世代に向かっての提案

（2）塗装工場の環境改善
・ 工場内外でのVOC及び悪臭の常時監視の製品化
を実現します。

・ バイオ等を活用したVOCの除去手法技術の確立
を支援していきます。

（3）塗装技術の革新
・ 着脱、検査等、IoTを用いた自動化を推進し労働
人口減少対策を図ります。

・ 塗装プロセスの改善を提案します。
（4）塗装関連団体との交流促進
製・販・装各団体と積極的に交流します。
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（5）IPCOカレッジ創設準備
新たなリカレント教育の場として IPCOカレッジの
創設に向けて定期的に懇話会を開催します。

　メンバーには、塗装企業、塗料メーカー、塗装機器
メーカー、塗料販売店の現業部門から、自治体、大学、
研究機関そして先端技術分野からも参加いただき、次
世代に向けた現場実験的な活動を進めております。
　活動をオンライン・オフライン共用するようになり
今年度より団体会員の人数制限枠を撤廃しました。パ
ウダー協会員の皆様にはいつでも IPCOに参加いただ
けるようになりましたので、IPCOの活動をご理解い
ただくとともに、工業塗装を持続可能な産業として維
持していく仲間として気軽に参加いただくようお願い
致します。
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２０２２ （ 和 ） 月 月の  

 

（日 ー ーテ ン 協 ） 
  （１） １０ 会（ ンラ ン Zoom ） 月 1 日 15 00-17 00  

ラン テ １ 060-0001 １

  参   １ 名 名 名 ー ２名 １名  

   

の の に 。  

（２） ー ーテ ン ２０２２ 月２ 日付

     http://www.powder-coating.or.jp/pc/       

（ ） ー ーテ ン 員会（ ） 月１ 日  

   サナッ 会  16 00-17 00 名 名 ２名参

 

（ ) 工業 化 会 関

   社員 会  月１ 日 15:00-16:00    

   ２ 会 月１ 日 14:30-14:50  

       ２ 会 月２ 日 13:00-13:10    

の に いて ー協 会 の に 。

   会      月２ 日   
    １． IPCO STUDY

 LCA の  SuMPO のサービスに いて  社団 サステナ 機

   

    ２． プレゼン

 エア漏れ サービスの 紹介 協和機工（株）   

 ラス ー を い ッ 式の ー ラ ン ーNGW  

の 紹介  エ プラン(株）

    ． IPCO より紹介 関連  

  2022  IPCO 業 紹介 ーテ ン ン ーシア に いて

  員会   

   会に ー協会員の の 参 をすれ 参 で ます。 

    

    : ー協 団体 。 の に いて に し 

ています。( )

（ ） ー 員会  月 ２ 日 社） 製品協会にて（ ー ） 

 

（ の２０２２ ）
 １０ 会（ ） １月に      

 ２０２ （ 和 ） 会 1 月に   

日 ー ーテ ン １０月２ 日 ２０２ １月２０日

 体 会セミナー １１月２２日（ ） ２０２ ２月      

 に る 会 の し   

 

（ より） 
   ー協 月 日に し を しまし 。１０月よ 

り に て ります。 して２０２ 月の 会まで

組合便り   

http://www.powder-coating.or.jp/pc/
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任期がございますので立花氏のバックアップを自宅（福岡県）から行います。 

尚、パウダー協事務局としての発信は全て立花氏から行います。 

 

【第１０７回理事会議事録】 
 

 ◎ 開 催 日 ： ２０２２年（令和４年） ９月１日（金） 

(1) 召集年月日     ：  ２０２２年（令和 ４年） ６月 １日 

(2) 開催日時及び場所  ：  ２０２２年（令和 ４年）９月 １日（木） 15：00-17：00  

   札幌グランドホテル１７Ｆ「白雲」 〒060-0001 札幌市中央区北１条西４丁目 

     TEL: 011-261-3333   FAX: 011-231-6869   

          （高橋理事手配によるＺｏｏｍを使用したリモートも併用）  

(3) 理事･監事の数及び出席理事･監事の数並びにその出席方法： 

     理事の数１５名  監事の数２名 

出席理事の数   １５名の内 ９名 本人現地出席、４名 リモート出席 

出席監事の数     ２名の内  １名 本人現地出席 

(4) 議長の氏名     ：  渡邊  忠彦 

(5) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 :  福田 良介 

 (6) 議事経過の要領及びその結果 ： 

 

    第１０７回理事会は一昨年初めより続く新型コロナウイルス感染症第７波がまだまだ続いている 

  状況でしたが、世の中ウィズ・コロナが浸透していること、まだ人数の少ない理事会であったことか 

ら現地を主体にリモート併用にて久しぶりに実施致しました。承認事項、報告事項に関しては特に異 

議はございませんでした。 

 

（議事内容） 

（１） 承認事項 

   1) 組合員、賛助会員入退会について 

    （退会） 

      ・日本シー・ビー・ケミカル㈱（２年間休会中） 

      このコロナ禍による景気低迷で２０２０年度、２１年度と同社要請により休会措置を取る 

ことにした。２０２２年度は賛助会費請求時に同社古川部長様に確認メールを送付した結 

果、退会のご連絡を受けた。（２０２２年７月１４日付メール） 

２０２０，２１年の休会措置の理由 ： クオリコート委員会のメンバーに同社古川部長 

が参画のためで、２０２２年は委員交代を行った。（近藤監事のご推薦で㈱バルクケミカ 

ルズ・ジャパンの手嶋社長） 

⇒ この件については、全会一致で正式承認。 

     ☆ ２０２２年８月３１日現在会員数    組合員  ５１社  賛助会員  ２３社 

                      

（２） 報告事項 

    1) 第２７期４月－８月活動報告     

        ・ 第１０６回決算理事会（ ４月１２日 リモートにて実施） 

 ・ 第２６回通常総会（ ５月１８日 メルパルク東京会場及びリモート併用にて実施）  

   ＊ ㈲田岡塗装様の入会が第１０６回理事会及び第２６回通常総会にて承認済。     

     ・ パウダー誌発行（ＷＥＢ版）（ ４月２５日、 ７月２５日）会員全員に印刷して特別配布 

      ・ パウダー誌編集委員会  

２０２２年９月中に実施予定（７-８月開催予定であったがコロナ第７波で延期中） 

      ・ 粉体塗装研究会セミナー 

       ４月通常開催予定の２０２１－２セミナーは５月２０日に東京塗料会館会場とリモート 

にて実施、参加者 申込人数 ４０名（申込者以外に年間会員企業にはリモートアドレ 

スを送付）      
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     ・ JAPCA News  ２２４（５月号）-２２８（９月号）  

       コロナ含めて連絡内容が多いことから各月２－４回の事前送付版を配信。 

 

2) 対外活動 

     ・ ＩＰＣＯ（国際工業塗装高度化推進会議）理事会（４月２１日、６月１４日、６月３０日  

会場とリモート併用）  高橋理事(会場参加)、福田（リモート参加） 

     ・ ＩＰＣＯ総会（ ７月１４日 会場とリモート併用） 高橋理事、福田は会場参加 

＊ 高橋理事はＩＰＣＯ副理事長,福田はアドバイザー 

     ・ ＣＥＭＡ（日本塗装機械工業会）総会（６月１３日 リモート参加 福田） 

         ・ クオリコート委員会（６月１６日、８月２６日 軽金協会議室とリモートの併用） 

     ・ ISO 審査運営委員会〔一財）エルピーガス機器検査協会〕(６月１４日)  

・ コーティングジャパン（関西）（５月１２日） 大阪支部を中心にＣＥＭＡ→ＩＰＣＯ枠 

の中でパウダー協として１講演分実施。（㈱大瀧商店 大瀧社長と事務局にて分担） 

 

  （３） 第２７期予算と８月２６日現在の実績報告 

 

（４） その他 

    1) 粉体塗装研究会報告  名誉会長 竹内先生、会長代行 高梨理事（総務委員長）、運営事 

務局にて当分行って行くことを報告。２０２３年５月の総会にて福田が専務理事退任後は再 

度検討事項に。            

    2) パウダーコーティング誌編集委員会に関して   

     顧問（名誉委員長） 河合先生、委員長代行 小澤理事（特別委員長）、幹事 事務局にて 

当分行って行くことを報告。２０２３年５月の総会にて福田が専務理事退任後は再度検討事 

項に。委員は９月の編集委員会で見直し予定 – 河合先生以外で退任のご希望がおられたら 

後任の方を決めていただく様要請する。⇒  

    3) １０月以降の事務局運営に関しての報告 

     事務所は立花氏が通常の事務対応を行う。理事会、総会、研究会、パウダーコーティング誌 

発刊などはその都度フォローしながら業務を理解し、習得していただく。 

来年６月末まではフォローが必要と考えている。その後、アドバイザーのような役職がある 

場合は必要時にフォローを行って行くという予定で進めていることを報告。 

       4) ２０２３年賀詞交歓会、第２７回通常総会以降の会場について  

     候補  TKP ガーデンシティ浜松町(アジュール竹芝)   他候補 雅叙園 

     アジュール竹芝で了解を得た。 

            ⇒ 理事会後ではあるが、立花氏が以前からの付き合いのある新橋の第一ホテルでも追加 

検討を行うことにした。良い方を選択して再度報告を行う。 

    5) パウダー協ホームページの改訂について 

      小澤特別委員長を長に委員会を作成して、２０２２年-２０２３年度に検討を行って行くこ

とにした。人選は小澤委員長が実施する。   

    6）安衛研（崔先生）主催の「可燃性粉体塗料用静電ハンドスプレイ装置に関する指針作成委員 

会」について報告 

      委員 ： 関西ペイント㈱、日本ペイントインダストリアルコーティングス㈱から各 1 名 

(塗料) 

           旭サナック㈱、パーカーエンジニアリング㈱から各１名（塗装機）   

           福田がアドバイザーで参画。 以上、パウダー協として相談を受けての対応。 

           その他の委員は学者、役所関係の方々  

       7) 各支部報告  

 大阪支部  ： ５月１２日のコーティングジャパン報告 

 名古屋支部 ： 例年行っている行事を今後進めて行く。（支部年末研修会など） 

 北海度支部 ： 今回の第１０７回理事会現地参加者と支部会員との懇談会以降は特に計画 

 は有していない。 

東京支部  ： ７月１９日の支部幹事会報告。今後、支部会を開催して行くことを報告。  



27 
 

    8) ＩＰＣＯ(高橋大理事)，クオリコート（小澤理事）、ＡＢＡ（近藤監事），日塗商青年部（社 

         本理事）の概況他諸々。 

・ ＩＰＣＯ ： 副理事長 高橋 大  顧問 福田 良介  

先般の総会、理事会、合同部会他に関して報告。 

・ クオリコート委員会 ： 広報委員長 小澤理事、近藤監事、福田 良介 

     ８月２６日に行われたクオリコート委員会他について報告 

・ ＡＢＡ  ： 専務理事 近藤 旭 

     ９月２２日（東京）、１０月５日に行われる講習会「加熱硬化形溶剤系塗装標準仕様書第 

     ２版」の報告 

・ 日塗商青年部 ： 社本理事 

      青年部チームリーダーとしての活動を報告。  

当日、北海道現地においては北海道支部の方々と懇親懇談会を実施。 

次回は、１月の賀詞交歓会付近の日程でリモートにて実施する。 

 

【団体として加入、委員を選出している関係団体】 

１．ＩＰＣＯ 

  （１）総会議事録 
    第６回定時社員総会議事録 2022 年 7 月 14 日 15 時 00 分より、当社団本店及び ＷＥ 

    Ｂ会議において社員総会を開催した。 

 

           議決権のある当社団法人社員総数 22 名 

           総社員の議決権の数 22 個  

出席社員数（委任状による参加を含む） 18 名  

この議決権の総数 22 個 

 

       以上のとおり社員の出席があったので、定款の規定により社員総会は適法に成立したの 

    で、坂井理事長が 議長となり、本社員総会は当社団本店及びＷｅｂ会議システムを用いて 

       開催する旨宣言した。当法人の Ｗｅｂ会議システム(Zoom)は、出席者の音声と映像が即時 

に他の出席者に伝わり、出席者が一堂に会 するのと同等に適時的確な意見表明が互いにで 

きる仕組みとなっていることが確認され、直ちに議事に 入った。 

 

第 1 号議案  

2021 年度の活動報告 副理事長から 2021 年度の活動報告があり、社団の目的や方針と 

一致していることについて採決した結果、承認された。 

 

       第 2 号議案  

2021 年度会計報告 資料が提出され、副理事長から 2021 年度の決算報告と余剰金の処 
分案について説明があり、承認を求 めたところ可決された。 

提出資料：2021 年度貸借対照表･味財産増減計算書･損益計算書･付属明細書･財務諸 

表に対する注記 

 

       第 3 号議案 

2021 年度監査報告 資料が提出され、監事から監査報告について説明があり、承認を求 

めたところ可決された。 提出資料：第 5 期監査報告 

 

       第 4 号議案  

2022 年度事業計画 副理事長から 2022 年度の事業計画について説明があり、社団の目 

的や方針と一致していることについて採決した結果、承認された。 
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       第 5 号議案 

 2022 年度収支予算 下記の資料が提出され、事務局から 2022 年度の予算案について説 

明があり、承認を求めたところ可決された。 提出資料：2022 年度収支予算  

 

       以上をもって本日のＷｅｂ会議システムを用いた社員総会は、終始異状なく、議事を全て 

終了したので議 長は閉会を宣言した。閉会時刻は 16 時 00 分であった 

  

  （２）第２８回理事会議事録 
    １．開催日時：2022 年 7 月 14 日（木） 14 時 30 分～14 時 50 分  

２．開催場所：会議室（塗料報知新聞社 会議室）及び Web 会議（Zoom 使用）のハイブ 

リッド開催  

        ３．出席者 理事 総数６名 出席者 会場４名、監事総数１名 出席者 会場１名、 

アドバイザー総数２名 出席者 会場１名，ＷEB１名 

    以上の通り理事及びメンバーの出席が確認できたことで、坂井理事長が議長となり、本理 

事会は塗料報 知新聞社会議室及び Web 会議システムを用いてのハイブリッドで開催する 

旨宣言した。当法人の会議室 及び Web 会議システム（Zoom）は出席者の音声と映像が即 

時に他の出席者に伝わり、出席者が一堂に 会するのと同時に適時的確な意思表明が互い 

にできる仕組みとなっていることが確認され、坂井議長の 挨拶ののち、直ちに議事に入 

った。  

   【議題】 

 （承認事項）  

１．新入社員承認の件 髙橋副理事長より下記の新入会希望の報告がなされ満場一致で 

入会が承認された。 

       会社名 ： （株）セブナ装機  代表者名： 代表取締役 一戸亜土 

       所在地 ： 〒400-0504 山梨県南巨摩郡富士川町小林 2030  

      （報告・審議事項） 
          １．合同会議招待対象者の件 髙橋副理事長より今後の合同会議招待対象者を明確にし 

たいと提案があり一部原案に追加した。 

      2022 年 7 月 14 日  一般社団法人 国際工業塗装高度化推進会議 第 28 回理事会 出席理

事、監事 坂井 秀也（議長）、 平野 克己、 髙橋 大、 白石 公郎、 望月 徳三（監事 

 

（３）第２９回理事会議事録 
１．開催日時：2022 年 8 月 24 日（水） 13 時 00 分～13 時 15 分  

２．開催場所：会議室（塗料報知新聞社 会議室）及び Web 会議（Zoom 使用）のハイブ 

リッド開催  

        ３．出席者理事 総数６名 出席者 会場４名、監事総数１名 出席者 ＷＥＢ１名、 

アドバイザー総数２名 出席者 会場１名，ＷEB１名、シニアサポーター 総数２名 

出席者 ＷＥＢ２名、オブザーバー １名（会場） 

以上の通り理事及びメンバーの出席が確認できたことで、坂井理事長が議長となり、本理 

事会は塗料報 知新聞社会議室及び Web 会議システムを用いてのハイブリッドで開催する 

旨宣言した。当法人の会議室 及び Web 会議システム（Zoom）は出席者の音声と映像が即 

時に他の出席者に伝わり、出席者が一堂に 会するのと同時に適時的確な意思表明が互い 

にできる仕組みとなっていることが確認され、坂井議長の 挨拶ののち、直ちに議事に入 

った。  

   【議題】 

 （報告・審議事項） 

 １．塗装ネットワーク委員会 委員長交代の件 坂井理事長より塗装ネットワーク委員会委 

員長を坂井理事長から白石理事に交代する件が提案され 満場一致で決定された。交 
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代趣旨は次の通り。 

           ・IPCO 活動において塗料・塗装業界での製・販・装の各団体との関り強化そして、デ 

ジタル化におけ る DX をテーマとした推進の実務担当に適任である。 

        ２．IPCO ｶﾚｯｼﾞ構想懇話会 開催日程の件 開催月を奇数月（偶数月は合同会議）とし他団 

体の会合開催を考慮し、直近では 9 月 15 日（木） 開始時間は 13：00 を計画す

る。今後の計画は精査していく。 出席メンバーは理事会メンバーが中心となる。ご

意見等がございましたらお願いしたい。 

 

    2022 年 8 月 24 日 一般社団法人 国際工業塗装高度化推進会議 第 29 回理事会 出席理 

事、監事 坂井 秀也（議長）、 平野 克己、 髙橋 大、 白石 公郎、 望月 徳三（監事） 

 

２ ．クオリコート執行委員会（第６９回） 
   ２０２２年８月２６日 15：00-17：00 一社）軽金属製品協会会議室 

    参加者 : 委員６名全員 ＋ 事務局（軽金協） 

   （議題） 

    １．第６８回執行委員会議事録の確認  事務局より 

    ２．広報活動に関して 

      ① 広報資料改訂検討  各委員持分を決めて実施  

       ② パウダー協合同セミナーを開催 

        粉体塗装研究会２０２３－1セミナー（２０２３年２月２１日キュリアン）にお 

いて実施 -  ①の作成資料を使用して講演 ５０分程度 

      ３．クオリコート本部情報報告   事務局より 

    次回 １１月８日（火） 15：00-17：00  軽金協＋リモート 

 
  パウダー協 ： 日本パウダーコーティング協同組合（ＪＡＰＣＡ） 

ＩＰＣＯ  ： 一社）国際工業塗装高度化推進会議 

  ＡＢＡ   ： アルミニウム合金材料工場塗装工業会 

  軽金協   ： 一社）軽金属製品協会 

  クオリコート委員会 ： ＱＵＡＬＩＣＯＡＴ ＪＡＰＡＮ開催の委員会 

  ＱＵＡＬＩＣＯＡＴ ＪＡＰＡＮ ： 

   ＱＵＡＬＩＣＯＡＴは１９８６年に欧州で設立された粉体塗装を中心とした規格認証システ 

ムで、アルミニウムの優良塗装品質の基準を提供するために世界約５０カ国で活動を行って 

いる。 

ＱＵＡＬＩＣＯＡＴ ＪＡＰＡＮはそのＱＵＡＬＩＣＯＡＴ公認の日本のゼネラルライセン 

シーである。 

軽金協とパウダー協が共同で運営を行っている。事務局は軽金協内。 

    

 

   尚、パウダー協及びＩＰＣＯ議事録に関しては書かれた議事録を尊重しておりフォントはそ 

のままとしています。クオリコート委員会議事録は行われた主な内容を掲載しています。 

  



　　　　　　　　　　　　＊使用データは経済産業省統計データ/日本塗料工業会統計資料

事務局

　　２０２２年パウダーコーティング誌秋季号を発刊するにあたって、２０２２年１－７月の粉体塗料および

　　粉体塗料の属する工業用焼付塗料分野の状況を同分野塗料の生産および販売量から事務局として考察し

　　てみることにした。

（秋季号の発刊は２０２２年１０月２０日－２５日のためまとめる時間を考慮するとデータの公表の関係から１－７月とした）

　　　

　　まずは２０２２年１－７月の各塗料の合計量は下記のとおりである。

（表-１）２０２２年１－７月の生産量（右側の数値は対前年比）

　

全塗料 114,014 96.7 116,552 96.7 139,832 99.0 124,647 94.8

粉体塗料 3,271 111.6 3,342 104.2 3,855 101.4 3,286 98.7

アミノアルキド樹脂系 4,128 98.9 4,068 90.2 4,635 89.1 4,212 92.0

アクリル樹脂系焼付乾燥型 2,398 90.0 2,356 84.5 2,580 84.2 2,196 85.7

水性樹脂系塗料 11,255 92.6 11,741 91.3 13,731 93.0 11,952 90.4

全塗料 109,244 97.2 128,895 94.8 124,763 94.4 857,947 96.5

粉体塗料 2,813 98.9 3,239 93.5 3,104 92.2 22,910 101.2

アミノアルキド樹脂系 3,689 97.1 4,473 90.7 4,557 94.5 29,762 92.7

アクリル樹脂系焼付乾燥型 1,956 89.6 2,384 81.4 2,566 94.2 16,436 85.7

水性樹脂系塗料 9,330 92.4 12,542 92.0 12,706 93.9 83,257 91.9

（表-２）２０２２年１－７月の販売量（右側の数値は対前年比）

全塗料 116,328 96.9 123,528 96.6 147,574 97.4 133,214 95.0

粉体塗料 3,918 104.2 3,935 100.4 4,259 96.1 3,805 97.8

アミノアルキド樹脂系 3,598 93.0 3,922 95.2 4,325 89.9 4,278 96.1

アクリル樹脂系焼付乾燥型 2,155 85.9 2,293 89.5 2,461 83.9 2,325 90.3

水性樹脂系塗料 10,774 90.6 11,842 93.8 13,396 90.2 12,110 93.8

全塗料 117,492 98.5 134,317 95.2 128,328 91.5 900,781 96.6

粉体塗料 3,361 93.8 4,024 93.7 3,719 93.5 27,021 97.6

アミノアルキド樹脂系 3,494 91.9 4,450 97.0 4,148 92.2 28,215 93.9

アクリル樹脂系焼付乾燥型 1,809 86.0 2,294 86.1 2,439 91.1 15,776 86.9

水性樹脂系塗料 9,471 91.6 12,283 93.1 12,158 91.6 82,034 92.2

　・販売量は２月まで２０２１年に比べて若干高かったが、３、４月と低下、５月以降はさらに低下してい

　　る。

　　策などによる部品などの材料不足、特に半導体不足の影響が大きい。

　　それに加えて２月末のロシアによるウクライナ侵略に伴ない、西側諸国による制裁措置によりそれ以降

　　の原油・ガスの世界的不足、６月以降は更に円安が加わり現在も続き今後の推移が心配な状況である。

　　（１０月１６日現在では１ドル１４８円程度で推移）

　　

　次に、もう少し遡って考察してみる。（コロナ前の２０１８年以降の５年間の１－７月統計データより）

５月 ６月 ７月 1-7月合計

５月 ６月 ７月 1-7月合計

２０２２年１-７月における工業用焼付塗料塗装分野の状況について
（工業用焼付塗料分野塗料の生産及び販売量から）

１月 ２月 ３月 ４月

１月 ２月 ３月 ４月

　・工業用焼付塗料分野は全塗料分野に比べて全体的に生産量・販売量共に粉体塗料をのぞき低い。

　・粉体塗料は生産量において３月までは２０２１年に比べて少し高かったが、その後低下し、６、７月は

　　４、５月よりさらに低下している。

　・世界的にはコロナはウイズ・コロナに入って状況としては良くなって来ていたが、中国のゼロコロナ政
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（ ）２０１ の工業 付 料 料の １ 月 ー より

料 952376 964889 847325 891807 857947

体 料 21549 23551 22749 22945 22910

アミ ア 33743 36317 29564 32007 29762

ア 付 20559 22739 17338 18915 16436

料 98740 100822 80322 90277 83257

を ラ にする

（ ）２０１ の工業 付 料 料の １ 月 ー より

料 1021934 1000296 888242 940404 900781

体 料 28364 28151 26297 27858 27021

アミ ア 34031 32746 27638 30139 28215

ア 付 20733 20706 16797 18022 15776

料 97036 98347 77139 89087 82034

を ラ にする

料 の の工業 付 料 料 に２０２０ よりの ナ により の

でいるの る。２０２１ ２０２０ に て し り す に ２０２２

体 ナにより 外 の 品 （ ナ ）に えて シアによる
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ラ ナ による （ ス ）により している。

体 料を見る ２０１ ２０２２ い の関 るの

し い で る。

を ラ にする 料に の 体 料を 料 ２ ンの で れ

りに い。 の 料の で ラ 化する る 料 に

しい 体 料の での を にする。（ ）

料（アミ ア ア 付 で ０ して ）

（ ） 料（ ０ にて ） 体 料の （ ）

（２０１ ２０２２ １ 月 ー による）

体 料 28364 28151 26297 27258 27021

料 27382 26726 22218 24081 21996

を見る に にて し 。（ 体 料 品 プラス れる ）

を ラ にする

工業 付 料 に る 料 体 料を する 体 料 料の

し りを見 て り 体 料 ている 見 れる。

に しい 体 料を い です の に てい

い。

１ 月 ー を して し ので して見 ので いま 。

まで の ー しての考 です。 ー で します。

ｔ

15000

20000

25000

30000

35000

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

し 料及び 体 料（ ）

粉体塗料 溶剤系塗料

35000

ｔ
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会員企業よりの展示紹介及び関連団体（IPCO）会員企業による製品紹介 

 

１．筒井工業株式会社より 

   メッセ名古屋２０２２及びメッセ名古屋２０２２プレゼンテーションチラシ 

２．協和機工株式会社 

   エア漏れの見える化サービスのチラシ 

   参考で１０月 7日の九州セミナーの資料を番外に添付しています。 
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代表取締役

三家本(ミカモト)

お気軽に
ご連絡を
ください！

〒747-0232 

山口県山口市徳地伊賀地1805

TEL：0835-52-1296

FAX：0835-52-1297

～高性能カメラでエア漏れを見える化～

エア漏れの見える化･漏れ箇所特定レポートもご提供！

工場のエア使用量の～20％をムダにしています！

高周波音のみを検知する特殊なカメラにより、工場内の
様々な設備からのエア漏れを簡単に検出します。
騒音のある環境でも検知可能で、工場の稼働を停止させ
ることなく簡単に漏れを検出することができます。
エア漏れ箇所を特定して修理することで、ロスをなくし
て省エネにもつながります。

プラントでは様々な設備からエア漏れが発生しています…！

プラント内には無数の配管やエアを動力とした設備があります。様々な設備がある中でも、エ
ア漏れが生じやすい箇所や部品があります。このカメラでは、それらのエア漏れをしっかりと
特定し、修復していくことで、エアの使用量や電力量の削減につながります。

工場内の設備のエア漏れをカメラで簡単に検知

日本全国対応！プラント設備定修専門！

エアノズル エアヘッダー減圧弁 エア配管

●クイック接続 ●開口端

●ネジ付きカップリング ●ホース

エア漏れが発生しやすい箇所･部品の代表例
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■エア漏れ箇所とエア漏れ量の測定から年間の損失コストを算出します

コンプレッサ出力 ：

モーター効率 ：

吐出空気量 ： ㎥／

エア圧力（元圧） ：

使用電力量単価 ： 円／

エア漏れによる損失コストの例

エア漏れは、工場の全体のエア使用量の ～ に達します。
エア漏れ箇所を特定し、修理することで省エネにつながります。

■エア漏れの見える化･漏れ箇所特定レポートをご提供いたします

・エア漏れ箇所（該当箇所の写真付）

・エア漏れ量

・エア漏れによる年間損失金額

・エア漏れ箇所修理の優先順位付け

・エア漏れ箇所修理のご案内

漏れ量
（ ）

年間損失コス
ト

（円 年）
損失割合

￥

￥

￥

￥

￥

￥

ーお問い合わせー

協和機工株式会社は
持続可能な開発目標 を支援しています。

郵便：〒
住所：山口県山口市徳地伊賀地

：
：
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９月２２日まで三田の事務局で勤務してました福田です。９月２６日に車で出発して９月２７日に無事自

宅のある福岡県に戻って参りました。事務局のほうは後任の立花氏に託し、今後は専務理事としての役職が

ある限り（来年５月改選）裏方としてバックアップして参る所存です。関係者の皆様には約１２年の在任中

ご指導・ご鞭撻を賜り誠に感謝しております。

九州に戻って１０日目の１０月７日に九州工業塗装協同組合（理事長 小畑啓介氏、専務理事 稲田健 

氏 -ＩＰＣＯ理事）の令和４年度セミナーが行われ、ＩＰＣＯ（国際工業塗装高度化推進会議）のメンバー

が主に話されることから参加致しました。ＩＰＣＯにはパウダー協は団体加入していることもあり、今回 1

回目の九州たよりとして報告させていただくことにいたしました。今後は折をみて出させていただく所存で

ございます。

当日の式次第

１．開会挨拶 九州工業塗装協同組合 理事長 小畑 啓介氏

２．基調講演 九州地域のカーボンニュートラル推進に向けて 九州経済局 樋口 一郎氏

３．講演１ 工業塗装界が取り組むカーボンニュートラル ＩＰＣＯ 平野 克己氏

４．講演２ 環境に配慮した塗装設備を考える  ㈱ヲサメ工業  中村 芳生氏

５．講演３ 省エネ・コストダウンに直結する「エア漏れ検知サービス」のご紹介

協和機工㈱ 三家本 輝男氏

 実際の実地テスト部分で ㈱三王 高橋大氏（IPCO副理事長、パウダー協理事）から報告。

㈱三王粉体事業所などにおいて実地テストをされた結果も踏まえ、エア漏れ検知による損失改善が結

構あることから今回パウダー誌でもこのページの後に製品紹介および付録として今回の講演内容を

掲載させていただきます。ご興味を持たれた方はどうぞ問い合わせをしていただければと存じます。

（この講演内容はＩＰＣＯ合同部会でもお話されております）

６．閉会挨拶 九州工業塗装協同組合 副理事長 河西 俊二郎氏

１３時から始まり、１６時半に終了となった３時間半でした。九州経済局の樋口室長補佐（資源エネルギー

環境部 カーボンニュートラル推進・エネルギー広報室）のお話はこれまで以上にまとまっており勉強にな

ったと感じています。

参加者は３８名で、皆さんこの３年間コロナでセミナーが開催されなかったことからか熱心に聴講されてお

られました。次回は粉体塗装についての講演を環境面からも考えて入れてもらいたいと考えています。

セミナー後、１９時よりＩＰＣＯメンバーと講演者と共に７名で水炊きを囲み歓談いたしました。

九州経済産業局樋口氏講演時 セミナー会場風景 資料

以上 パウダー協専務理事 福田報告（福岡より）

Ｑ州たより
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付録　協和機工㈱ 10/7九州セミナーより
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「秋色に彩られた立山」
　10月中旬に北アルプスの立山を訪れた。山は秋の
真っただ中。室堂乗越しから雷鳥平にかけては草紅葉
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